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	令和５年度から、ふるさと納税で「滋賀医科大学を応援しよう」を選べるようになりました
	滋賀県へのふるさと納税の用途として「滋賀医科大学を応援しよう」を選択いただくことで、滋賀県から本学に補助金として交付されます。本学では、地域の医療を支える医師・看護師等の医学系人材の育成のため、学習環境整備等の教育活動に活用させていただきます。
	ふるさと納税とは？
	ふるさと納税とは、自分が住んでいる自治体に納める住民税の一部を、ふるさとや応援したい自治体へ寄附できる制度です。確定申告またはワンストップ特例制度の手続きをすると、寄附金のうち2,000円を超える部分が、所得税・住民税から差し引かれます※。

	寄附の流れ
	01　滋賀県のホームページにアクセス
	02　寄附手続きを行うサイトを選択
	PC・スマートフォンで「ふるさと納税　滋賀県の大学を応援しよう」と検索　もしくは下記のQRコードを読み取り、 滋賀県の大学を応援しよう｜滋賀県ホームページ　にアクセス

	03　返礼品を選択
	04　「滋賀医科大学を応援しよう」を選択・申込
	寄附金の用途を選択
	滋賀医科大学を応援しよう

	本件に関するお問い合わせ先
	国立大学法人 滋賀医科大学 総務企画課広報係
	077-548-2012
	hqkouhou@belle.shiga-med.ac.jp


	ふるさと納税を通じた滋賀医科大学へのご寄附の流れ
	「滋賀医科大学を応援しよう」
	ふるさと納税のうち、2,000円を超える部分については、一定の上限まで、原則として所得税・個人住民税から全額控除されます。
	税金の控除を受けるためには、原則として確定申告を行う必要があります。

	寄附金の使途・実績
	ふるさと納税を通じて皆さまからいただいたご寄附は、医師・看護師等の医学系人材の育成のため、学外実習にかかる経費や学習環境整備等の教育活動に活用させていただきます。  令和７年度は 2,462,500円、累計（令和５年度～）8,152,000円のご寄附※をいただき、その一部を学生用図書の購入に 活用させていただきました。 本事業に深いご理解とご協力を賜りましたことに、厚く御礼申し上げます。
	令和８年度につきましても、皆さまからいただいたご寄附を 学生用図書の購入等に活用させていただく予定です。
	医学系人材の育成のため、 皆さまからのあたたかい ご支援をお願いします！


	ふるさと納税以外の大学への寄附もお願いします！
	滋賀医科大学支援基金、古本募金などへもぜひご支援・ご協力をお願いします！
	大学への寄附のお申込はこちらから！
	本件に関するお問い合わせ先
	国立大学法人 滋賀医科大学 総務企画課広報係
	077-548-2012
	hqkouhou@belle.shiga-med.ac.jp
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